
 

平成 28年 2 月 3日 

交通政策審議会海事分科会第 1回海事イノベーション部会 

審議概要 

 

（１）造船業の現状と強み 

最近の業況（受注回復、設備投資増大）、競合する中国・韓国の状況（公的支援により能力維持）、

日本造船業の競争力強化に向けたこれまでの取組などについて、海事局より報告を行いました。 

    また、造船所における取組として、企業統合による設計開発能力の強化や建造効率の向上など

についての紹介がなされました。 

 

（２）シェア拡大に向けた新たな課題と今後の取組の方向性 

IoT を活用した｢i-Shipping｣（※）の推進、情報技術を活用した造船所の生産効率向上などにつ

いて審議が行われました。 

※i-Shipping：海上ブロードバンドの進展に伴い、船社・造船所・舶用メーカー等が連携して、高

度な運航支援や船上機器の故障予知・予防等を可能にし、安全性・経済性・船員の

快適性を大幅に向上させる新たな取り組み 

 

「i-Shipping｣について、データ通信に関する国際規格化などの業界の取組が紹介されました。

また、長年にわたり設備投資や建造方法の改善に取り組んできた日本の造船業には、IoT の活用に

より、さらに生産性を向上させる余地があるとの意見がありました。 

    大学造船学科から海事産業への就職率が低いこと、ベテラン技術者・技能者が減少しているこ

とから、人材の年齢バランスに配慮しつつ継続的に技術・技能の向上を図っていくことが必要との

意見がありました。 

    さらに、造船業の魅力についての広報を充実させ、若者を惹きつけ、新しい人材を確保、育成し

ていくことの重要性が共有されました。 

 

（３）日本造船業が将来達成可能な目標 

2015 年１月～９月の受注で短期的に達成した世界シェア 30％（2008～2013 年平均では 18％）

を中長期的な目標とすべく、その実現可能性などについて、引き続き審議することとされました。 

 

（４）海事イノベーション部会の今後の進め方 

上記の施策や目標の具体化に向けて、海運、造船、舶用などの関係業会へのヒアリングを海事局

で実施します。ヒアリング結果に基づき、第 2 回海事イノベーション部会（３月 11 日開催予定）

では、｢製品・サービスの力｣、新事業分野を｢拓く力｣、船舶を建造する｢造る力｣及び｢人の力｣を一

体的に向上させ海事産業全体の生産性革命を進めるためのロードマップ等について審議を行うこ

ととなりました。 

 


